
意見交換会意見概要及び対応一覧 

 

２ 文教厚生常任委員会 

（１）ひきこもりについて（担当部：福祉保健部） 

 主な意見等 委員会の対応 市所管部への報告・提言等 

１ ・ひきこもりの把握が難しい。 

・ひきこもりの実態がわからない。 

・災害時の対応が心配。 

・８０５０問題やダブルケアなどの問題

も生じている。 

ひきこもりに対する効果的な事業を行う

ためには、まずはひきこもりの実態を把

握することが必要と考えるため、実態調

査を実施している先進地の調査方法を参

考に、柏崎市でも可能な限り実態把握に

努めるよう当局に提言する。 

ひきこもりの現状・実態が不明なため、

災害時も含めどのように対応したらよい

のかわからないという意見が多くあっ

た。 

ひきこもりの実態を把握するのは困難

を要するが、８０５０問題や不登校など

に対して効果的な事業展開をするため

に、実態把握調査を行っている先進地自

治体の例を参考に、柏崎市でも可能な範

囲で実態把握に努めていただきたい。 

２ ・ひきこもり支援センター（アマ・テラス）

の存在を知らない。もっと周知をすべき。 

・ひきこもり支援センターの利用数や内

容をもっと伝えた方がよい。 

ひきこもり支援センター（アマ・テラス）

のより一層の周知を当局に求める。 

ひきこもり支援センター（アマ・テラ

ス）を知らない、何をしているのかわから

ないという意見が多くあった。 

広報かしわざきで特集するなど、アマ・

テラスの業務内容やひきこもりに対する

理解や対応についてより一層の周知を求

める。 

３ ・様々な関係機関へ上手につなぐことが

できる体制づくりが必要。 

・支援センターと学校の連携をしてほし

い。 

・ＮＰＯや社協、民間支援団体など、様々

な力の結集が必要。 

市のひきこもりに対する連携体制及び関

係機関との連携について、委員会でまず

現状及び課題を把握し、必要に応じ当局

へ問題提起や提言等を行っていく。 

 


